
大
陸
式
決
算
・
締
切
り
法
の
原
点

1

1
十
七
世
紀
末
葉
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
実
務
に
よ
せ
て
|
|

茂

木

虎

雄

は
じ
め
に

一
C
元
恨
の
勘
定
体
系
と
、
そ
の
計
算
構
造
i
l
ス
ト
ッ
ク
勘
定
と
門
決
算
〕
残
高
勘
定
ー
ー

二

A
・
マ
ル
コ
ム
簿
記
書
の
決
算
理
論
と
そ
の
計
算
体
系

三
簿
記
教
育
と
簿
記
実
践

lま

じ

め

本
稿
は
十
七
世
紀
末
葉
、

一
六
六
九
年
四
月
よ
り
一
六
七
一
年
四
月
に
わ
た
る
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
の

C
元
帳
と
、

一
七
コ
二
年

の
マ
ル
コ
ム
簿
記
書
を
史
料
と
し
て
、
今
日
の
簿
記
理
論
、
さ
ら
に
簿
記
教
育
の
導
入
部
を
考
え
て
み
た
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
日
の
簿
記
教
育
は
複
式
簿
記
の
理
論
的
、
記
帳
実
務
的
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手
記
式
簿
記
に
よ
る
商
業
欝
記
1

l

商
品
売
買
業
と
い
う
企
業
の
簿
記
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
企
業
の
簿
記

i
iの
解
説
か
ら
は
じ
め
る
手
法
を
と
り
、
記
録
・
計
算
能

力
を
養
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
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対
象
を
商
品
売
買
業
簿
記
に
求
め
る
か
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
業
簿
記
に
求
め
る
か
。
こ
れ
は
複
式
簿
記
の
計
算
構
造
を
い
ず
れ
に
よ
っ
て

説
明
す
る
こ
と
が
わ
か
り
や
す
い
か
と
い
う
議
論
に
な
る
が
、
歴
史
論
的
に
み
て
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
両
者
に
正
当
性

が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
商
業
簿
記
の
形
成
過
程
を
あ
と
づ
け
る
べ
く
簿
記
史
は
体
系
化
さ
れ
て
十
五
世
紀
初
頭
の
ペ
ニ
ス
で
完
成
し
た
と

す
る
議
論
が
伝
統
的
、

一
般
的
な
理
解
で
あ
る
が
、
銀
行
業
の
複
式
簿
記
に
つ
い
て
も
考
察
の
眼
を
む
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

一
一
年
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
両
替
商
簿
記
に
複
式
簿
記
の
原
型
を
求
め
る
考
え
方
も
あ
る
。
こ
れ
は
現
金
勘
定
の
増
減
か
ら
損
益
計
算
を

な
す
も
の
で
、

一
種
の
サ
ー
ビ
ス
業
簿
記
と
い
え
る
。

損
益
勘
定
と
い
う
名
目
勘
定
の
出
現
・
存
在
の
理
解
に
は
入
門
段
階
で
ほ
困
難
を
感
ず
る
。
ま
ず
入
門
段
階
で
、
名
目
勘
定
と
い
う
抽

象
的
な
勘
定
を
設
定
し
、
実
体
的
〔
実
在
的
〕
勘
定
と
の
対
応
的
体
系
化
に
複
記
式
計
算
機
構
の
成
立
を
み
よ
う
と
す
る
が
、
損
益
計
算

が
な
さ
れ
て
こ
そ
複
式
簿
記
で
あ
っ
て
、
入
門
段
階
で
は
抽
象
的
存
在
の
認
識
に
困
難
を
感
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
商
品
売
買
業
簿
記
の

方
が
具
体
的
で
あ
ろ
う
か
。
簿
記
学
入
門
を
商
業
簿
記
で
行
う
。

い
ま
大
陸
法
的
決
算
法
の
原
点
を
み
さ
だ
め
よ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
は
開
始
残
高
勘
定
か
ら
始
ま
り
決
算
残
高
勘
定
で
完
結
す
る
勘
定

体
系
で
、
在
高
が
具
体
的
に
認
識
さ
れ
る
の
は
商
業
簿
記
の
な
か
で
あ
っ
た
。
決
算
の
計
算
構
造
の
説
明
は
商
業
簿
記
の
方
が
、
サ

l
ピ

ス
業
よ
り
も
具
体
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
と
い
う
企
業
(
商
社
)
の
簿
記
法
の
な
か
か
ら
こ
れ
を
み
て
、
開
始

残
高
勘
定
と
決
算
残
高
勘
定
の
実
際
か
ら
、
そ
の
存
在
形
態
を
み
つ
め
て
み
た
い
。

イ
ギ
リ
ス
束
イ
ン
ド
会
社
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
ハ
大
ブ
リ
テ
ン
島
)
に
お
い
て
、
大
陸
法
が
十
七
世
紀
末
に
実
践
さ
れ
て
い
た
。
大
陸
法

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
の
み
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
誰
れ
が
「
大
陸
法
」
と
名
づ
け
た
で
あ
ろ
う
か
。

「
英
米
法
」
も
同
様
で
あ
る

が
、
そ
の
名
称
の
起
源
を
さ
ぐ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。
案
外
、
日
本
で
つ
け
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。



決
算
方
式
に
は
大
陸
法
と
英
米
法
が
あ
る
と
す
る
説
明
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
両
方
と
も
、
こ
れ
が
典
型
と
い
う
も
の
は
な
い
。
大
陸

法
じ
お
い
て
開
始
残
高
勘
定
の
設
定
を
必
ず
必
要
と
す
る
か
、
ま
た
当
期
の
決
算
残
高
勘
定
と
翌
期
の
開
始
在
高
勘
定
は
同
一
内
容
で
あ

る
か
ど
う
か
、
理
論
的
に
は
様
々
な
理
解
が
な
し
7
る
し
、
実
務
的
に
も
一
民
々
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
C
元
帳
と
マ
ル
コ
ム
簿
記
書
を
資

料
と
し
て
一
個
の
大
陸
法
的
決
算
法
を
み
つ
め
て
み
た
い
。

簿
記
教
育
に
お
い
て
決
算
手
続
の
説
明
は
大
陸
式
決
算
法
と
英
米
式
決
算
法
の
二
つ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
高
等
学
校
商
業
科
の
教
科

書
で
は
英
米
式
決
算
法
の
み
が
説
か
れ
て
い
る
。
中
村
忠
教
授
著
『
最
新
簿
記
会
計

I
(改
訂
版
)
』

(
一
橋
出
版
・
昭
和
六

0
年
度
)
の
決

算
の
章
の
説
明
と
勘
定
記
入
の
方
法
に
こ
れ
が
出
て
い
る
。
文
部
省
の
検
定
を
パ
ス
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
大
陸
法
は
説
明
し
て
い
な

ぃ
。
大
学
で
使
用
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
簿
記
書
(
簿
記
教
科
書
)
の
殆
ん
ど
に
お
い
て
は
二
つ
の
方
式
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
実

務
的
に
み
て
大
陸
法
の
方
が
手
数
が
か
か
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
英
米
式
方
法
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
英
米
式

決
算
法
こ
そ
が
決
算
手
続
の
中
心
に
立
つ
と
考
え
て
よ
い
か
。
本
稿
で
は
大
陸
式
決
算
法
の
歴
史
的
起
源
と
一
つ
の
存
在
態
様
を
示
し
て

み
た
い
。
筆
者
が
こ
こ
に
大
陸
法
を
問
題
と
す
る
の
は
複
式
簿
記
が
、
取
引
記
帳
が
二
重
(
二
一
回
)
の
バ
ラ
ン
ス
記
入
に
た
ち
、
記
帳
の

す
べ
て
に
バ
ラ
ン
ス
が
貫
徹
す
る
こ
と
に
本
性
を
も
っ
と
考
え
る
と
き
、
複
式
簿
記
の
本
質
の
説
明
に
大
陸
法
は
有
効
で
あ
る
と
お
も
え

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
簿
記
教
育
の
入
門
で
ま
ず
問
題
と
さ
れ
る
な
か
で
「
平
均
」
思
考
が
ね
ら
れ
る
か
ち
で
あ
る
。

(
1〉

大
陸
式
決
算
法
に
つ
い
て
片
野
一
郎
教
授
の
説
明
を
学
び
た
い
。
教
授
は
「
1
、

〈
閉
鎖
残
高
勘
定
〉
を
設
け
、
す
べ
て
の
資
産
勘
定

-
負
債
勘
定
・
資
本
勘
定
(
の
在
高
U
残
高
)
を
(
決
算
)
仕
訳
を
通
じ
て
こ
の
勘
定
へ
振
替
え
る
。
こ
の
勘
定
の
貸
借
が
一
致
し
た
ら

決
算
の
記
帳
が
誤
り
な
く
行
な
わ
れ
た
と
み
て
、
収
益
・
損
費
・
門
集
合
〕
損
益
お
よ
び
資
産
・
負
債
・
資
本
・
閉
鎖
残
高
の
諾
勘
定
全
部

に
閉
鎖
記
入
(
締
切
り
)
を
行
う
」
と
い
う
。
こ
乙
に
カ
ッ
コ
を
付
け
た
記
載
は
引
用
者
(
茂
木
)
が
な
し
た
Q

損
益
勘
定
(
集
合
損
益

大
陸
式
決
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・
締
切
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原
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四

勘
定
)
ば
英
米
法
で
も
設
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
損
益
勘
定
は
い
つ
設
け
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

つ
い
で
「
2
、
閉
鎖
残
高
勘
定
に
記
入

し
た
資
産
・
負
債
・
資
本
の
各
勘
定
を
ハ
開
始
残
高
勘
定
〉
を
相
手
と
し
て
仕
訳
帳
を
通
じ
て
次
期
開
始
記
入
を
行
う
」
と
い
う
。
こ
れ

が
大
陸
式
決
算
法
の
典
型
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
英
米
法
は
閉
鎖
残
高
勘
定
、
開
始
残
高
勘
定
を
省
略
し
て
、
資
産
、
負
債
、
資
本
の

各
諸
定
の
直
接
的
な
締
切
り
と
繰
越
記
入
法
で
あ
る
。
こ
れ
が
C
元
帳
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
。

(

1

)

 

片
野
一
郎
著
『
新
簿
記
精
説
(
上
巻
)
』
(
同
文
館
・
昭
和
五
八
年
)
一
二
六
八
ペ
ー
ジ

C
元
帳
の
勘
定
体
系
と
、
そ
の
計
算
構
造

lllス
ト
ッ
ク
勘
定
と
門
決
算
〕
残
高
勘
定
1

1

フ
オ
"
オ

C
元
帳
は
全
体
四

O
七
丁
か
ら
な
る
が
、
そ
の
第
一
丁
に
ス
ト
ッ
ク

(
2
2
6
勘
定
が
、

そ
し
て
四

O
七
丁
に
決
算
残
高
勘
定
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
開
始
在
高
の
表
示
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
決
算
残
高
の
表
示
に
い
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
聞
に
い
く

つ
か
の
ブ
ォ
リ
オ
に
わ
た
っ
て
損
益
勘
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
損
益
勘
定
は
ま
ず
第
一
一
二
丁
に
設
け
ら
れ
、

つ
い
で
二
六

O
丁
に
く

り
乙
さ
れ
、
さ
ら
に
三
五
三
丁
に
、
そ
し
て
四

O
六
了
に
い
た
る
。
四
つ
の
フ
ォ
リ
オ
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
ブ
ォ
リ
オ
全
体
を

っ
か
つ
て
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
決
算
期
に
の
み
損
益
勘
定
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
常
設
勘
定
と
し
て
口
別
損
益
計
算
的
性
格
が
強
い
。

こ
れ
は
一
六
六
九
年
四
月
よ
り
二
ハ
七
一
年
四
月
に
わ
た
る
帳
簿
記
帳
期
聞
が
一
個
の
会
計
期
間
で
あ
っ
て
、
ま
だ
年
次
損
益
計
算
は
出

て
こ
な
い
。
ち
な
み
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
年
次
計
算
の
成
立
は
一
七
五

0
年
代
で
あ
る
。
四

O
六
丁
の
損
益
勘
定
の
計
算
の
結
果
(
純
損

益
分
)
が
ス
ト
ッ
ク
(
資
本
金
)
勘
定
に
転
記
さ
れ
て
ゆ
く
。
最
後
に
資
産
在
高
と
負
債
・
資
本
の
在
高
が
残
高
勘
定
に
集
中
さ
れ
る
。

こ
の
残
高
勘
定
の
見
定
し
は
回
忌

8
2
0内
宮
企
2
C
F田
口
了
切
即
日
目
g
n
o
o同
円
。
仏
m

円
。
吋
の
目
白
(
U

吋
・
と
し
て
借
方
、
貸
方
頁
に
書
か
れ

る
。
四

O
七
丁
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

C
元
帳
の
最
終
フ
ォ
リ
オ
で
あ
る
。



一
六
六
四
年
の
元
帳

(
B元
帳
)
上
、
下
二
巻
に
は
じ
ま
る
新
会
計
制
度
は
東
イ
ン
ド
会
社
の
永
続
的
企
業
性
に
対
応
し
、
大
塚
久
雄

教
授
の
い
う
近
代
的
、
民
主
型
株
式
会
社
の
成
立
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

B
元
帳
に
つ
い
て
ピ
ン
ユ
ン
は
記
帳
は
ふ
ら
ふ

ら
し
た
基
礎
か
ら
開
始
し
た
と
以
九
。
そ
の
例
ほ
残
高
勘
定
で
あ
る
が
、
記
帳
開
始
時
の
残
高

T
在
高
〕
勘
定
の
表
示
方
式
の
一
つ
と
し

て
開
始
残
高
勘
定
が
あ
る
が
、
そ
れ
が

B
元
帳
で
は
第
一

O
丁
に
よ
う
や
く
設
け
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

C
元
帳
に
お
い
て
は
第
一

丁
に
資
本

Q
Z岳
〉
勘
定
と
し
て
在
高
勘
定
が
帳
簿
の
冒
頭
に
設
け
ら
れ
る
。

こ
れ
を
図
示
し
よ
う
。

こ
れ
は
フ
ォ
リ
オ
形
式
で
借
方

頁
、
貸
方
頁
が
対
と
な
っ
て
一
つ
の
勘
定
を
示
す
。
勘
定
の
左
肩
、
右
肩
に
①
と
あ
る
の
は
第
一
フ
ォ
リ
オ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

@ 

ω
g
n
w
U円・

ω-gnwO吋・

θ 

...... 
。C巳。、3 

吃円wロ〉2 • 

トー品

-.:JO>Cl ~ 

iiiii 
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一
六
六
九
年
四
月
一
日
が
記
帳
の
開
始
日
で
あ
る
が
借
方
〔
資
本
の
減
少
分
で
、
負
債
〕
合
計
は
h

円
程
巴
お
l

呂田
'
l
H
H
P

で
あ
り
、
貸

方
〔
資
本
の
増
加
分
で
、
資
産
〕
は

kwags-討・
l
m
p
で
あ
る
。
借
方
に
四
つ
の
記
入
、
貸
方
に
三
つ
の
記
入
が
あ
る
。

勘
定
形
式
ほ
「
勘
定
式
」
を
と
る
が
、
フ
ォ
リ
オ
の
左
側
ほ
骨
方
(
む
円
・
)
で
あ
り
、
右
側
は
貸
方
(
り
円
・
)
で
あ
る
。
借
方
に
つ
い
て

記
入
欄
を
示
す
と
、
ま
ず
日
付
欄
で
あ
り
、

HOS
〉
同
尚
昆
同
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
は
3
と
あ
る
が
、
仕
訳
帳
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
「
仕
了
欄
」
で
あ
る
。
仕
訳
頓
よ
り
元
帳
へ
の
転
記
に
お
い
て
、
こ
こ
に

3
と
記
し
た
の
は
金
額
の
転
記
が
す
ん
だ
こ
と

大
陸
式
決
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・
締
切
り
法
の
原
点
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ノ、

を
示
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

凶，。
ω
O〈
O
H
ω

ロ

〉
n
n
o
H
H
G
Z
と
あ
る

つ
ぎ
に

が
、
こ
の
欄
は
「
摘
要
欄
」
で
あ
る
。
借
方
の
摘
要
は
斗
Oi---
と
い
う
記
入
の
仕
方
を
し
、
貸
方

は
出
可
・
:
と
い
う
書
き
出
し
を
し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
欄
は
コ
見
丁
欄
」
で
、
そ
の
勘
定
の
相
手
勘
定
の
記
入
フ
ォ
リ
オ
数
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
は
全
部
ー
で
あ
る
が
、
-
番
の
資
本
金
勘
定
が
、

「
諸
ロ
」
の
対
応
す
る
相
手
勘
定
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
元
帳
の
勘
定
書
式
に
お
け
る
元
丁
欄
は
今
B
で
は
消
滅
し
て
、
仕
丁
欄
の
み
と
な
り
、
こ

れ
が
金
額
欄
の
前
に
き
て
い
る
。

C
元
帳
は
「
勘
定
式
し
の
勘
定
で
あ
る
が
、
仕
訳
帳
は
今
日
の
仕

訳
帳
と
大
い
に
異
な
っ
て
、
金
額
欄
は
借
方
、
貸
方
の
区
別
は
な
く
、

一
笛
所
の
み
で
あ
っ
て
、
仕

訳
は
日
記
帳
的
性
格
が
強
く
、
丁
数
(
ま
た
は
勘
定
口
座
番
号
)
に
よ
っ
て
示
す
単
記
式
で
あ
る
。

こ
の
勘
定
で
は
貸
方
金
額
の
方
が
借
方
金
額
よ
り
も

hE∞
包
白
l
H
宕・
I
G
P

大
き
い
。
こ
れ
は
蹄

同
開

l
油
部
日
開
株

(
2
2
4『
。
込
町
)
の
算
式
に
お
け
る
資
本
〔
正
味
身
代
〕
で
あ
る
。
資
産
の
う
ち

に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
本
分
は
貸
方
側
に
あ
る
の
が
正
常
の
状
態
で
あ
る
(
仰
の

場
合
)
。

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
い
み
で
、

そ
の
分
だ
け
借
方
に
示
さ
れ
る
と
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
伺
の

よ
う
に
も
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
物
的
二
勘
定
学
説
の
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
当
時
は
こ

れ
が
正
味
身
代
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
勘
定
理
論
史
か
ら
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
ま
だ
こ
の
考
え
方
は
な
い
よ
う
に
考
え
る
。
実
践
的
に
ほ
あ
ま
り
問
題
と
し
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
記
帳
開

始
、
あ
る
い
は
営
業
再
開
時
点
に
お
け
る
在
高
表
示
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
勘
定
〔
在
高
勘
定
〕
が
あ
っ
た
。
こ
の
断
料
金
勘
定
は
イ
ギ
リ
ス



式
貸
借
対
照
表
の
基
本
と
な
る
。

記
帳
内
容
に
つ
い
て
、
ま
ず
貸
方
側
か
ら
み
て
ゆ
く
。

2
・
ω
2
2
ω
ロ
〉
円

g
H
H
G仲
間
と
い
う
摘
要
で
も
円
ω
弓
E
H
I
H
印・
l

包・

が
記
さ
れ

る。

ω白
4
0
5
-
H
K
F
R
o
g宮田

(
3〉
記
の
額
で
あ
る
。
借
方
側
で
な
く
資
本
勘
定
の
貸
方
側
か
ら
み
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
が
、
仕
訳
帳
の
開
巻
曹
頭
に
こ
れ
が
か
か
れ
て
い

は
「
諸
口
ー
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
仕
訳
帳
の
一
つ
の
頁
全
体
に
か
か
れ
て
い
る
も
の
の
合
計
転

る
。
切
可
は
何
を
い
み
す
る
か
、
こ
れ
は
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
資
本
勘
定
の
勘
定
記
入
は
、

ハ時
u
q
)

部
ロ
〔
蹄
冊
〕
:
:
:
(
沌
同
〕
時
株
怜
:•• 

と
い
う
仕
訳
記
入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
仕
訳
帳
で
は
ま
ず
資
産
在
高
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
勘
定
借
方
に
記
入
す
る
準
備
を
す
る

が
、
こ
れ
は
同
時
に
対
応
的
に
資
本
在
高
の
記
入
と
な
る
。
資
本
金
勘
定
の
記
入
で
は
、
こ
れ
は
貸
方
記
入
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
摘

用
は
相
手
科
目
名
の
記
録
を
必
要
と
す
る
が
多
数
あ
る
の
で
「
諸
口
」
と
し
た
が
、
こ
れ
は
諸
資
産
項
目
で
あ
る
。
相
手
・
対
応
的
な
勘

定
科
目
名
と
し
て
諸
「
資
産
」
項
目
の
合
計
が
か
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
諸
口
」
の
内
容
、
口
数
で
あ
る
が
、
初
歩
簿
記
教
育
の
教
科
書
で
は
耳
、
六
口
と
い
う
こ
と
で
記
帳
例
題
が
で
き
あ
が
っ
て
い

る
。
十
八
世
紀
初
頭
の
簿
記
書
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
お
い
て
は
極
め
て
数
が
多
い
。
そ
こ
で
仕
訳
帳
の

一
頁
分
全
体
を
合
計
し
て
元
帳
に
そ
の
金
額
を
転
記
し
て
ゆ
く
が
、
四
六
項
目
で
、
元
帳
の
第
二
丁
よ
り
十
七
丁
に
勘
定
設
定
が
な
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
仕
訳
帳
の
第
二
頁
に
は
元
帳
の
勘
定
フ
ォ
リ
ォ
第
一
八
丁
よ
り
三
八
丁
に
わ
た
る
四
九
項
目
が
合
計

h
H
N
N
O
S
t
H
∞

日・
l

色
・
が
書
か
れ
て
い
る
。
仕
訳
帳
の
一
ニ
頁
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。
資
産
勘
定
は
三
二
項
目
あ
っ
て
、
そ
の
合
計
金
額
は

k
m
N
U
H
ω
H
H
I
U可

的

-
l
叶
仏
・
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
…
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
、

一
一
一
七
項
目
に
わ
た
る
資
産
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
が
、
資
本
金
勘
定
貸
方
に
は
三
つ
の
合
計
が

大
陸
式
決
算
・
締
切
り
法
の
原
点

七
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入

そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
総
合
計
が
も
町
叶

8
m
gーす・
lm円
円
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
資
本
金
勘
定
の
借
方
側
に
う
つ
る
。
日
付
は
貸
方
側
と
同
じ
一
六
六
九
年
四
月
一
日
で
あ
る
。

何
を
い
み
す
る
か
。
資
本
金
勘
定
は
そ
も
そ
も
貸
方
勘
定
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
借
方
の
存
在
分
は
何
か
。
ス
ト
ッ
ク
と
は
在
高

「
資
本
金
勘
定
の
借
方
」
と
は

で
あ
る
。
期
首
(
あ
る
い
は
記
帳
の
始
め
)
に
お
け
る
資
産
、
負
債
の
在
高
を
示
す
勘
定
と
し
て
資
本
金
勘
定
が
あ
る
。
こ
れ
は
開
始
在

高
勘
定
の
い
み
を
も
つ
が
、
こ
れ
は
負
債
在
高
を
示
す
の
で
あ
る
。

「
仕
丁
」
を
み
よ
う
。
ま
ず
3
と
な
っ
て
い
る
。
つ
い
で

5
、
6
、
7
と
な
っ
て
い
る
。

4
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仕
訳
帳

の
三
ペ
ー
ジ
の
半
分
と
四
ペ
ー
ジ
を
あ
わ
せ
た
も
の
が

3
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
三
ペ
ー
ジ
分
は
一
五
項
目
で
、
四
八
了
よ
り
五
二
了

ま
で

h
g問。
l

あ
っ
て
、
こ
れ
が
四
ペ
ー
ジ
の
計
に
加
え
ら
れ
る
。
四
ペ
ー
ジ
は
五
二
項
目
あ
っ
て
、
五
一
一
丁
か
ら
六
七
丁
ま
で
五
二
項

日
で
あ
る
。
総
計
は
仇
器
認
め
l
品
目
・
!
日
仏
・
で
あ
る
。
こ
れ
の
仕
訳
は

(
時
以
叫
)
蹄
株
比
昨
:
;
:
(
滞
同
)
鵠
口
〔
蹄
部
〕
・
•• 

で
あ
る
。
こ
れ
が
摘
要
欄
で

4
0
ω
0
4
0片
山
口
〉

2
0
8匂
釘
と
な
る
。

仕
訳
帳
の
第
五
ペ
ー
ジ
は
貸
方
項
目
は
四
八
あ
っ
て
、
元
帳
の
六
七
丁
よ
り
八

O
丁
に
い
た
る
も
の
で
、
金
額
は
も
内
角
ロ
∞
lω
∞・
l
ω
a・

で
あ
る
。
六
ペ
ー
ジ
は
五
一
項
目
に
わ
た
る
分
で
八
一
丁
よ
り
九
四
丁
ま
で
の
も
の
で
、

h

向。也∞∞∞
i
A
山田・
1
A
F
a
・
で
あ
り
、
七
ペ
ー
ジ
は

七
項
目
で
、
九
四
丁
よ
り
一

O
四
丁
と
な
る
が
、
金
額
は
h
n
N
∞吋∞
M
l
M
∞・
iHHa・
で
あ
る
。
勘
定
の
貸
方
記
入
に
は
仕
訳
帳
三
ペ
ー
ジ
半
を

つ
か
っ
て
い
る
が
、
総
合
計
は
K

円
程
出
自
l
E
m
-
-
H
E・
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
資
本
金
勘
定
に
要
約
・
集
中
さ
れ
る
記
入
に
つ
い
て
仕
訳
帳
を
七
ペ
ー
ジ
も
つ
か
っ
て
い
る
。
仕
訳
帳
が
取
引
の
詳
細
を

示
す
記
録
簿
で
あ
っ
て
、
元
帳
は
計
算
簿
と
な
っ
て
い
る
。
資
本
金
勘
定
の
借
方
、
貸
方
の
合
計
が
そ
れ
ぞ
れ
の
在
高
を
示
し
、
そ
の
差
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身
代
(
純
資
産
)
で
あ
る
。
こ
れ
が
決
算
残
高
勘
定
に
転
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
資
本
金
勘
定
の
借
方
記
入

を
行
う
こ
と
で
貸
借
は
平
均
す
る
。
こ
こ
に
大
陸
法
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
資
本
金
勘
定
は
元
帳
記

入
の
出
発
点
で
あ
り
、
利
潤
分
を
含
め
て
の
帰
結
点
で
あ
っ
た
。

純
損
益
は
損
益
勘
定
で
算
出
さ
れ
る
が
、

C
元
帳
に
お
い
て
は
ま
ず
第
一
一
二
丁
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
う
え
に
示
す
。

つ
、
ぎ
に
二
六

O
丁
に
転
記
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
こ
れ
は
一
六
七

O
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
始
ま
る
。
元
帳
の
は
じ

め
の
日
付
は
一
六
六
九
年
と
あ
コ
て
一
月
三
十
一
日
と
な
る
が
、
四
月
が
こ
な
い
と
七

O
年
と
は
な
ら
な
い
「
年

度
」
と
い
う
考
え
方
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
。

二
六

O
丁
は
借
万
六
三
項
司
、
貸
方
十
一
項
目
で
あ
る
。

一
六
七

O
年
十
一
月
三
十
日
に
次
の
フ
ォ
リ
オ
に
繰

越
さ
れ
る
が
、
そ
の
繰
越
の
摘
要
記
入
は
切
%
F
O
同

o-zdユロぬ

R
g自
主
w

岳

o

g
ロ
S
2
0同
門

町

広

ず

。

g
o

042HOHo--
。ω日
ω
〔
三
五
コ
一
下
J

へ
の
繰
越
高
〕
と
な
っ
て
、

h
H
H
o
g
-討・
1
包
・
が
繰
越
さ
れ
て
ゆ
く
。

一
一
一
五
三
丁
は
、
こ
れ
を
う
け
て
記
入
さ
れ
る
が
、
借
方
七

0
項
目
、
貸
方
三
十
八
項
目
あ
る
。
こ
れ
が
四

O
六

丁
に
繰
り
こ
さ
れ
て
ゆ
く
が
借
方
十
一
一
項
目
、
貸
方
四
項
目
で
あ
る
。
四

O
六
丁
の
勘
定
を
つ
ぎ
の
ぺ

i
ジ
に
示

す
。
こ
れ
が
C
元
帳
最
後
の
損
益
勘
定
フ
ォ
リ
オ
で
あ
っ
て
、
こ
の
四

O
六
丁
は
前
の
フ
ォ
リ
オ
に
く
ら
べ
る
と

記
入
口
数
は
少
な
い
が
、

一
フ
ォ
リ
オ
全
体
を
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
末
尾
で
「
当
期
純
損
益
」
の
算
出
が
な
さ

れ
る
。

C
元
帳
の
純
損
益
は
、
利
益
と
し
て
仇
包
勾
包
l
H
∞∞・
1
0
仏
・
が
出
た
。
こ
れ
が
第
一
丁
の
資
本
金
勘
定
に

転
記
さ
れ
て
ゆ
く
。
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二
号
(
一
九
八
六
年
)

定
貸
方
に
記
入
さ
れ
る
。
こ
れ
は
今
日
で
は
決
算
締
切
り
仕
訳
と
し
て
、

(時
u
q
)

檎
吟
蹟
臨
む
何
回
ω叶
日

ω
l
H
P
i
c
a
-
¥
¥
(沌
u
q
)

蹄
U
T
ゆ
も
町
田
ω吋
g
E
m
-
-
c
a・

と
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

損
益
勘
定
は
、
決
算
日
に
設
け
ら
れ
る
集
合
損
益
勘
定
で
は
な
く
、
常
設
勘
定
で
あ
っ
た
。
四
つ
の
フ
ォ
リ
オ
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
費
用
・
収
益
取
引
が
口
別
計
算
的
性
格
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
全
体
に
わ
た
っ
て
商
品
勘
定
は
口
別
商

品
勘
定
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
損
益
計
算
へ
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。
商
品
勘
定
の
歴
史
的
存
在
様
式
も
一
つ
の
問
題
点
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
こ
こ
で
は
日
常
的
な
損
益
取
引
が
個
々
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

第
一
丁
の
資
本
金
勘
定
〔
の
貸
借
差
額
在
高
〕
は
最
後
に
は
元
帳
の
最
終
フ
ォ
リ
オ
(
四

O
七
丁
)
の
〔
決
算
〕
残
高
勘
定
に
転
記
さ

れ
て
ゆ
く
。
九
頁
に
示
し
た
と
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
一
六
七
一
年
四
月
三

O
日
に
、
叶
。
匹
。
回
出
戸
山
口
円
。
。
同

F
U
F
a
m
2
0
・・

h
E
g主
1
吋日・
1
苫
・
と
記
入
さ
れ
て
い
る
が

(時
u
q
)

崎
U

サ
ゆ
・
・
¥
¥
(
滞
同
)
汗
判
謀
劃
:
・

と
い
う
仕
訳
を
通
じ
て
の
記
入
で
あ
っ
て
、
在
高
が
決
算
残
高
に
集
め
ら
れ
て
ゆ
く
。

す
べ
て
の
資
産
、
負
債
、
資
本
の
残
高
が
こ
こ
に
集
め
ら
れ
る
が
、
四

O
七
丁
の
決
算
残
高
勘
定
も
ま
た
借
方
、
貸
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の

合
計
が
均
衡
す
る
。
勘
定
の
全
記
帳
体
系
の
最
後
的
均
衡
が
示
さ
れ
る
が
、
た
っ
た
の
一
行
の
み
で
あ
る
。

こ
の
表
示
の
方
法
は
大
陸
式
決
算
法
に
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
一
行
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

(
凶
問
)
切
回
目
-
8
8
0同
】

仁

包

四

四

円

。

即

日

ロ

円

・

切

出

口

g
g
c同
戸
包
四
2
0
目
的
。
円
-
C
U叫
)

劃

u
l
E
E司
引
む
引
制
U
E
Z出
劃
判
引
吉
町

U
E引

E
t
u
i引
引
ULl七
iHHE



一
仔
日
に
示
さ
れ
た
「
諸
口
」
ハ
叶
。

ω
正
三
H・可〉ロロ
O
H
H
G
Z・

ョ‘
ω
Z
D
aミ
〉
n
n
o
g
u
Z
)
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
借
方
側
は
ニ

五
五
の
勘
定
科
目
、
貸
方
側
は
三

O
六
の
勘
定
科
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
怠
大
な
数
に
の
ぼ
る
。
全
科
目
名
個
々
の
元
帳
表
示

は
困
難
で
諸
口
と
し
て
一
行
で
総
合
計
の
み
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
元
帳
の
勘
定
表
示
は
簡
略
に
一
行
で
、
内
容
は
仕
訳
帳
に
任

か
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

仕
訳
帳
の
記
載
は
七
ニ

O
頁
か
ら
は
じ
ま
る
。
こ
れ
が
元
帳
の
「
仕
了
欄
」
に
芯
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。

H
U
-
-
g
n
o
u
C町一昨日
H
O
F
包
m
R

一(
U

日目的仏
O
E窓
口
円
円
o
mロ
ロ
仏
氏
。

P
R
O
B℃
g
h
H
H
叶∞
b
H
一
口
一
土
山
口
(
同

H的同
R
H
V
O
H
H
H
gロ
ロ
件
。
同
印
042ω
に
{
目
。
宮
目
。
当

gm四件。

5
0
8
8宮
昆

g
と
い
う
記
録
か
ら
は
じ
ま
る
が
、

C
元
帳
の
借
方
残
高
の
合
計
は
も

2
弓∞
b
H
:
:
:
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ

い
で
内
容
に
な
る
が
、
七
ニ

0
ペ
ー
ジ
に
は
二
二
項
目
、
七
二
一
ペ
ー
ジ
に
は
五
三
項
目
、
七
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
に
は
五
二
項
目
、
七
一
一
三
ぺ

i
ジ
に
は
五
三
項
目
、
七
二
四
ペ
ー
ジ
に
は
玉
二
項
目
、
そ
し
て
七
二
五
ペ
ー
ジ
に
は
三
三
項
目
で
計
二
五
五
項
目
が
記
録
さ
れ
て
、
金

額
の
合
計
h
H
M
吋∞
b
H
1
H
Z・l主
・
と
な
る
。

の
ペ
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
元
帳
の
貸
方
に
つ
い
て
み
る
が
、
仕
丁
捕
に
は
芯
切
と
記
さ
れ
て
い
る
。
七
二
五
ペ
ー
ジ
の
下
半
分
か
ら
は
じ
ま
る
が
、

ωロl

ロ門
E
O
R
g
g
M注
目
い
釦
円
o
a
o宮門
CCH即
件
。
回
日
ロ
山
口
口
。
。
同

S
O
F
O仏
関
四
円
の

u
h
H
H
U『∞
b
H
l
H
H
I
A肝
い
〉
p
a
F問問。
2
v
o
m
g
H
C
C
ロ円。片田
0
4
0
?

山
口
口
吋
叩
a
Q
5
2
E
曲目印
a
F
o
a哲
三
:
:
:
と
い
う
書
さ
出
し
で
、

C
元
帳
貸
方
残
高
で
あ
る
諸
口
は
勉
何
回
同
誌
お
H
・
:
:
・
で
と
い
う
書
き

出
し
で
あ
る
が
、
そ
の
は
じ
め
に
は
資
本
金
勘
定
残
高
の
記
入
で
あ
る
。

ω
円。口付一向。円

H
F
o
n円。仏色
2

0
口

H
F
2
R
2
5
2
2
E

同

OH-c---H---

と
し
て
金
額
ほ
h

E
包
主
1
2・
三
・
で
あ
る
。
元
慢
の
資
本
金
勘
定
の
借
方
記
入
と
決
算
残
高
勘
定
め
貸
方
記
入
と
が
対
応

し
て
い
る
。
七
二
五
ペ
ー
ジ
は
、
こ
れ
を
含
ん
で
一
五
項
目
で
仇
自
由
民
∞
lω
目・
l
H
o
a・
で
あ
る
。
七
二
六
ペ
ー
ジ
は
五
一
項
目
、
七
二
七

ペ
ー
ジ
は
五
五
項
目
、
七
二
八
ペ
ー
ジ
は
五
二
項
目
、
七
二
九
ペ
ー
ジ
は
五
六
項
目
、
七
三

0
ペ
ー
ジ
は
四
九
項
目
、
そ
し
て
七
三
一
ぺ

大
陸
式
決
算
・
締
切
り
法
の
原
点
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巻
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九
八
六
年
)

四

ー
ジ
は
二
八
項
目
で
あ
っ
て
、
科
目
数
の
合
計
は
三

O
六
項
目
で
、
金
額
の
合
計
は

h
H
H斗∞
b
H
l口出・
l
t・
で
あ
る
。
借
方
、
貸
方
は
金

視
が
等
し
く
な
っ
て
、
決
算
残
高
勘
定
は
平
衡
し
て
完
成
し
て
い
る
。
最
終
勘
定
に
い
た
る
ま
で
平
均
が
貫
い
て
い
る
。

C
元
帳
に
お
い
て
大
陸
式
決
算
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四

O
七
了
が
、
つ
ぎ
の

D
元
帳
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
ゆ
く
か
ば
、

D
元
帳
の
調
査
を
し
て
お
ら
ず
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。

(

1

)

一
『
・
巧
宮
古
♂
寸
V
O
出向
D
Z
C同
〉
口
口
ロ
ロ
口
氏
口
岡
山
口
寄
由
開
口
口
口
O
B山
口
口
叩
40HOHMHHHgHO同
開
口
四
日
告
白
一

H
m
C
O
S
H叶
問
。
(
匂
ロ
M
4
R
a
q
c同

出ロロ
O広
三
d
与
田
HH回目白ロ
HH回尽日】白日間口

Eru--
冨
苫
〉
口
円
。
ロ
DH山口問)句

d
口町
4
R
a
q
z
w
g片
山
日
目
♂
方
向

Y
E
N
-∞・

(

2

)

イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
は
わ
が
国
の
貸
借
対
照
表
の
表
示
方
式
と
異
な
っ
て
、
借
方
側
に
負
債
と
資
本
が
、
貸
方
側
に
資
産
が
記
さ
れ
て
い

る
@
こ
れ
は
何
に
起
因
す
る
か
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
の
説
が
あ
る
。
一
六

O
五
年
の
オ
ラ
ツ
ダ
の
シ
モ
ン
・
ス
テ
ヒ
ン

(
2
B
S
ω
5
4山
口
)
の
簿
記
書

〈
『
数
学
的
伝
統
録
』
)
の
な
か
の
表
示
に
よ
る
も
の
と
い
う
の
か
ら
始
ま
っ
て
区
々
で
あ
る
。
高
寺
貞
男
教
授
の
研
究

Q
会
計
政
策
と
簿
記
の
展
開
』

昭
和
四
六
年
)
に
く
わ
し
い
が
、
さ
、
り
に
教
授
の
「
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
前
史
」
(
小
島
男
位
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
『
現
代
会
計
の
史
的
研

究
』
・
昭
和
四
八
年
〉
が
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
「
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
の
古
態
は
資
本
勘
定
の
開
始
残
高
勘
定
と
し
て
の
併
用
形
態
で
あ

る
開
始
資
本
勘
定
に
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
し
て
い
る
。
な
お
高
寺
教
授
は
こ
の
論
文
の
冒
頭
、
リ
ト
ル
ト
ン
・
ツ
ン
マ

l

マ
ン
の
『
会
計
理
論
』
(
一
九
六
二
年
)
の
な
か
の
一
節
を
和
訳
し
、
紹
介
し
て
い
る
@
「
元
帳
再
開
の
際
に
」
と
し
て
「
他
の
勘
定
へ
の
記
入
と

は
反
対
に
記
入
さ
れ
る
資
本
主
勘
定
が
細
大
も
ら
さ
ず
写
し
と
ら
れ
る
と
、
資
産
が
右
に
、
負
債
が
左
に
配
列
さ
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表

に
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
」
と
@
ス
ト
ッ
ク
勘
定
の
摘
要
表
示
と
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
の
表
示
内
容
の
相

似
@
ス
ト
ッ
ク
勘
定
の
表
示
か
ら
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
の
形
成
が
示
唆
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
@

(

3

)

こ
の
第
一
ペ
ー
ジ
の
冒
頭
に
は
「
村
の
御
名
に
お
い
て
ア

l
メ
ン
」

(
z
s
o
Z目
白
白
色
。
oa
〉
8
2
)
と
記
さ
れ
て
記
入
が
始
ま
る
Q

そ
し
て

HOロ
門
口
注
目
え
の
0
5
5
R
8
向。門叶，
F叩
の
g
白門田口し「
O
M
E
m
g
R
W
D同
吾
o
の
0
4叩
5
0吋
田
口
品
。
OBH)宮
司
氏

F
P
5
V田
口
付
白
色

F
O白血
OB

R
白品目口問

E
S
開田
2
H
E
U
-
-
:
と
続
い
て
い
る
@
こ
れ
は
「
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
の
仕
訳
帳
と
し
て
、
以
下
の
仕
訳
を
す
る
」
と
な
る
。



A
・
マ
ル
コ
ム
簿
記
書
の
決
算
理
論
と
そ
の
計
算
体
系

こ
こ
に
マ
ル
コ
ム
簿
記
書
と
し
て
と
り
あ
げ
る
も
の
は
〉
ぽ
凶
富
島

R
昌
弘

gHBW
〉
、
叶
円
。
山
江
田
ゆ
え
∞
。

owlwoo匂宮内・

03
富
。
吋
l

各
自
仲
田
〉

2
0
5
1
2
z
p
o
H
S
H
U
p
z
a
Z
Q
え
ロ
与
円
。
司
自
仏
の
円
。
色
円
。
♂

F
O
E
S
W
H吋
ωH
ハ
イ
タ
リ
ア
式
貸
借
法
に
よ
る
簿
記
、

す
な
わ
ち
商
人
会
計
の
論
述
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
八
世
紀
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
著
作
で
理
論
水
準
も
高
い
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
例
題
の
記
帳
例
、
そ
の
勘
定
体
系
の
大
筋
が
C
元
帳
の
勘
定
表
示
と
同
一
で
あ
り
、
決
算
方
式
が
大
陸
法
に
よ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
七
・
八
世
紀
の
簿
記
実
践
の
一
つ
の
証
明
で
も
あ
る
の
で
、
と
り
あ
げ
て
み
る
。

本
書
は
本
文
は
九
七
ペ
ー
ジ
よ
り
な
り
、
そ
し
て
二
つ
の
記
帳
例
題
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
例
題
は
日
記
帳
(
巧
白
色
。
l
回

8
5、
仕
訳

帳

(
H
o
g
g丘一切。

0
5、
元
帳
(
円
、
品
。
円
l
目
。
。
ど
の
三
帳
簿
制
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
例
題
が
興
味
、
深
い
。
さ
ら
に
附
録
が
あ
る
。

本
文
の
第
一
章
は
「
基
本
的
諸
原
則
お
よ
び
一
般
的
諸
規
則
」

Q
Z
P
E
P
B
E
g
-
p
z
n
F
H
V
-
2
-
g
a
m
S
O
B
-
一月巳

0
6、
第
二

章
は
「
元
帳
に
設
け
ら
れ
た
勘
定
の
構
成
と
使
用
の
た
め
の
特
殊
的
な
教
示
」

(
B
o
g
E
2
5皆
同
甘
え
2
2
Z
S
甘ご
Z
3
5
ω
l

門
戸

Oロ
吉
弘
己
目
。
。
町
〉
口

8
5
z
z
p
o
F
o唱
。
、
第
三
章
は
「
勘
定
の
締
切
り
、
決
算
と
誤
り
の
修
正
」
(
(
U
F

包
括
富
仏

E
H自
己
認

〉円

8
8
u
F
S円山口
ORO口
氏
口
問
。
同
開
吋
円
。
吋
印
)
で
あ
る
が
、
こ
の
第
三
章
が
こ
こ
で
問
題
と
な
る
。
こ
の
標
題
は
「
勘
定
の
締
切
り
・
決

算
に
つ
い
て
」
で
あ
る
が
、
英
文
で
は

o
h
p
o
Q
S山口
m
g丘
一
切
乱
回
ロ
ロ
ロ
問
。
同
〉

2
0
5
u
g
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ー
ズ
イ
ン
グ
と

バ
ラ
ン
ス
イ
ン
グ
は
と
も
に
「
決
算
」
と
訳
せ
る
。

「
締
切
り
」
は
「
決
算
」
で
も
あ
る
。
歴
史
的
に
は
両
者
は
区
別
さ
れ
よ
う
が
、
期

間
計
算
が
出
て
き
た
時
期
に
は
内
容
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
締
切
り
手
続
き
を
み
て
ゆ
く
。

こ
の
本
の
例
題
は
三
帳
簿
制
を
と
っ
て
い
る
。
日
記
帳
、
仕
訳
幌
、
元
帳
で
あ
っ
た
が
、
元
帳
を
中
心
に
決
算
の
仕
組
み
を
み
て
ゆ

大
陸
式
決
算
・
締
切
り
法
の
原
点

一五
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一六

く
第
一
例
題
は
一
七
一
一
九
年
五
月
一
日
よ
り
十
月
八
日
に
わ
た
る
も
の
で
、
元
帳
は
十
月
八
日
に
締
切
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

元
帳
は
全
体
で
十
七
丁
よ
り
な
る
が
、
第
一
ア
J

に
ほ
資
本
金

G
g
n
r
)
勘
定
と
現
金
勘
定
と
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
商
品
勘
定

は
荷
口
別
の
商
品
名
商
品
勘
更
で
、
ワ
イ
ン
勘
定
と
か
、
タ
バ
コ
勘
定
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
人
名
勘
定
も
多
数
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

損
益
勘
定
は
第
八
丁
、
十
六
丁
、
十
七
丁
に
設
け
ら
れ
、
最
後
に
残
高
勘
定
が
第
十
七
丁
に
設
定
さ
れ
る
。
勘
定
設
定
の
状
況
は
ま
こ
と

に
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
の

C
元
帳
に
似
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
残
高
勘
定
が

C
元
帳
は
一
行
の
み
で
あ
る
に
対
し
、

マ
ル
コ
ム

の
第
一
例
題
は
全
在
高
の
そ
れ
ぞ
れ
を
克
明
に
記
入
し
て
い
る
ち
が
い
は
あ
る
が
。
第
二
例
題
は

C
元
帳
と
ほ
ぼ
同
じ
。

資
本
金
勘
定
に
つ
い
て
。

「
一
月
帳
は
い
か
に
開
始
さ
れ
る
か
。
ま
た
、
在
高
は
い
か
に
位
置
さ
せ
る
か
」
と
い
う
説
明
で
(
三
七
ペ

l

ジ
〉
、
こ
れ
は
想
像
上
の
勘
定
1
1
i
ま
さ
に
名
目
勘
定
ー
ー
で
あ
る
と
い
う
が
、
「
勘
定
」
と
い
う
も
の
の
理
解
に
は
人
聞
の
債
権
、
債
務

関
係
が
基
礎
に
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
「
人
的
学
説
」
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
借
方
」
、
「
費
方
」
を

円

)φ
ぴ
件
。
♂

(
U
吋
叩
門
回
目
件
。
吋

の
日
本
語
と
す
る
と
き
、
人
間
に
よ
る
貸
し
、
惜
り
関
係
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
資
本
金
勘
定
は
正
味
身
代
と
い
う
よ
り

も
、
私
が
支
払
い
義
務
が
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
ま
た
私
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
(
権
利
)
の
も
の
の
一
覧
表
示
で
あ
る
。
人
間
の

貸
借
関
係
に
よ
っ
て
在
高
の
本
質
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

資
本
金
勘
定
は
名
目
勘
定
で
実
体
勘
定
の
反
映
(
対
応
的
存
在
)
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
債
権
・
債
務
の
一
覧
表
勘
定
と
考
え
る
べ

き
か
。
こ
れ
は
大
陸
式
決
算
法
で
は
一
覧
表
で
あ
る
が
、
英
米
法
に
な
る
と
、
資
産
l
負
債
U
資
本
の
方
程
式
的
表
示
が
か
く
れ
て
し
ま

っ
て
、
「
資
本
」
の
み
が
口
忠
君
。
丘
町
と
し
て
貸
方
に
示
さ
れ
、
名
目
勘
定
と
な
っ
て
し
ま
う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

マ
ル
コ
ム
は
「
商
人
の
日
記
帳
(
巧

B
H
?
∞0
0
5

で
、
ま
ず
書
か
れ
て
く
る
も
の
は
、
そ
の
在
高
(
棚
卸
高

H
P
4
0
D
H
0
3
『
)
で
、
こ



れ
は
商
人
に
対
し
て
負
う
て
い
る
負
債
分
(
口
。
耳
目
)
、
そ
し
て
〔
逆
に
〕
商
人
が
負
う
て
い
る
負
債
分
|
|
資
産
と
負
債
ー
ー
ー
を
含
ん
で

い
る
財
産
物
件
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
」

〔
三
七
ペ
ー
ジ
〕
と
い
う
。
例
題
の
元
帳
の
最
初
に
出
て
く

る
資
本
金

(ω
け

2
5
勘
定
に
こ
れ
ら
が
記
入
さ
れ
る
が
、
こ
の
勘
定
に
つ
い
て
、

マ
ル
コ
ム
は
資
本
金
勘
定
は
借
方
(
ロ
o
z
o
G
と
貸

方
(
の
3
2
S吋
)
と
が
あ
る
が
、
借
方
に
は
棚
卸
に
よ
っ
て
私
が
債
務
を
負
う
と
こ
ろ
の
す
べ
て
の
も
の
が
、
貸
方
に
は
手
許
に
あ
る
す

べ
て
の
私
の
動
産
物
件
と
か
、
ま
た
棚
卸
を
通
じ
て
私
に
対
し
て
負
う
も
の
で
、
こ
れ
ら
が
資
本
金
勘
定
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
例

題
I
の
第
一
丁
に
は
借
方
に
は
吋
O

冨円・

ロ
2
5
F
F
5
8ロ
と
い
っ
た
記
入
で
、
債
務
の
人
名
勘
定
(
負
債
)
が
書
か
れ
て
い
る
。

貸
方
に
は
現
金
、
商
品
、
債
権
の
人
名
勘
定
(
資
産
)
と
、
動
産
お
よ
び
家
具
と
い
っ
た
資
産
勘
定
が
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
在
高
一
覧
表
が
で
き
あ
が
る
。
借
方
の
合
計
額
は
一
八

0
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
貸
方
は
一
九
八
八
ポ
ン
ド
十
一
シ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
貸
方

側
の
方
が
大
き
い
。

「
こ
の
勘
定
は
帳
簿
の
所
有
者
の
財
産
の
再
表
示
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
性
格
の
な
か
に
、
こ
れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
か
ら

す
べ
て
の
対
応
す
る
勘
定
が
対
極
に
あ
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
借
方
に
負
債
が
、
貸
方
に
資
産
の
項
目
が
並
べ
ら
れ
る
と
す
る
。
こ
の

資
本
金
勘
定
は
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
の
表
示
形
式
の
原
型
で
も
あ
る
。

こ
の
例
題
で
は
東
イ
ン
ド
会
社
の
よ
う
に
「
諸
口
」
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
記
入
口
数
が
少
な
い
か
ら
で
き
た
こ

と
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
差
額
三
八

O
八
ポ
ン
ド
十
一
シ
リ
ン
グ
)
を
少
な
い
方
に
足
し
て
、
両
者
と
も
一
九
八
八
ポ
ン
ド
十
一
シ

リ
ン
グ
と
す
る
と
い
う
方
法
は
と
っ
て
い
な
い
。
こ
の
差
額
分
が
正
味
身
代
で
あ
る
が
、
当
時
こ
の
よ
う
な
概
念
|
|
こ
れ
が
「
資
本
」

概
念
で
あ
る
が
ー
ー
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
だ
な
か
っ
た
か
と
も
お
も
う
が
、
純
利
益
を
決
算
過
程
を
通
じ
て
こ
の
勘
定
に
帰
属
さ

せ
て
い
る
。大

陸
式
決
算
・
締
切
り
法
の
原
点

七
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j¥ 

つ
い
で
損
益
勘
定
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
の
例
題
で
は
三
つ
の
フ
ォ
リ
オ
〔
三
つ
の
箇
所
〕
に
わ
た
っ
て
い
る
。
第
八
丁
で
は
す
で
に

五
月
二
十
八
日
か
ら
記
帳
が
は
じ
ま
っ
て
い
て
、
期
末
(
十
月
八
日
〉

に
な
っ
て
、

決
算
集
計
の
た
め
、

そ
の
と
き
に
「
集
合
損
益
勘

定
」
と
い
う
性
格
で
設
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
Q

こ
の
損
益
勘
定
の
中
心
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
荷
口
の
商
品
勘
定
か
ら
算
出
さ
れ
る

損
益
計
算
の
結
果
が
、
期
末
に
集
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
期
中
の
損
益
取
引
が
個
別
的
に
記
入
せ
ら
れ
て
い
た
。

商
品
勘
定
は
、
全
企
業
の
一
括
的
総
括
的
表
示
で
は
な
く
個
別
の
商
品
名
商
品
勘
定
の
方
式
に
よ
る
が
、
取
引
ご
と
の
損
益
算
出
で
は

な
か
A
J

た。

マ
ル
コ
ム
は
「
商
品
売
買
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
勘
定
項
目
で
、
利
益
と
か
損
失
を
分
割
し
て
表
示
す
る
こ
と
は
極
め
て
不

使
で
、
そ
の
勘
定
の
記
帳
が
完
了
し
た
と
き
、
ま
た
決
算
の
と
き
に
総
括
的
に
記
録
す
る
こ
と
が
良
い
こ
と
で
あ
る
」

(
四
九
ペ
ー
ジ
)

と
い
っ
て
い
る
。
分
記
法
に
よ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
し
て
期
末
に
損
益
勘
定
に
そ
れ
ぞ
れ
の
損
益
額
が
集
め
ら
れ
る
。

マ
ル
コ
ム
は
例
題
の
十
七
丁
に
お
け
る
損
益
勘
定
で
、
借
方
は
h
N
ω
U
H
O
臼・
1
H
由。仏・

貸
方
は
h

何回寸∞
I
H
m
-
I
Z
・

と
示
し
て
締
切
り
を

な
す
。
そ
の
差
額
仇
誌
∞
i
己
的
・
!
日
時
仏
・
が
当
期
の
純
利
益
と
な
る
。
こ
れ
を
借
方
側
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貸
方
と
の
均
衡
を
と
る

が
、
乙
の
分
が
資
本
金
勘
定
に
繰
越
さ
れ
て
ゆ
く
。
損
誌
勘
定
の
借
方
側
に
吋
。

ω
g
n
w
:
:
:
2
3刊
の
州
岡
山
口
凹
百
円
。
冨
3
5
0
H
2・
|
|

H
(
問。日目。
)
l
l
h斗
ω∞l
H
E
-
-
町
山
色
・
と
記
入
さ
れ
て
、
完
結
す
る
。

こ
れ
を
う
け
て
残
高
勘
定
〔
決
算
残
高
勘
定
〕
が
十
七
了
に
設
け
ら
れ
る
。
例
題
で
は
借
方
三
十
日
、
貸
方
入
口
で
、
合
計

h
s
g
l

町田・
l
N
a
・
と
し
て
両
者
が
バ
ラ
ン
ス
し
て
い
る
。
こ
れ
が
最
終
的
残
高
平
均
で
あ
る
。
こ
の
勘
定
の
形
式
は
ス
ト
ッ
ク
(
資
本
金
)
勘
定

ω
H
o
n
w
 

H叶
M
U
o
n
H
・∞

凶，

o
m
ロ
ロ
仏
門
司
〉
n
n
o
ロロ門的

叶
(
)
由

1
N
l
∞H¥
N

同
一
可

M

U

O

丘一・∞

回
可

ωロロ仏門司〉円円。ロロ神的

ω
N町
田
l
印

1
N



と
は
異
な
っ
て
い
る
。
第
一
丁
の
資
本
金
勘
定
は
借
方
、
貸
方
の
合
計
数
値
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

第
二
例
題
は
第
一
例
題
の
あ
と
を
、
つ
け
て
十
月
八
日
よ
り
始
ま
る
。
ま
ず
資
本
金
勘
定
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
こ
れ
は
前
期
末
〔
第
一
例

題
〕
の
残
高
勘
定
(
前
ぺ

i
ジ
図
示
)
と
同
じ
形
式
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
形
式
を
と
る
が
、
ま
ず
、
借
方
、
貸
方
と
も
「
諸
口
」
と
し
て
一
行
の
み
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
み
て
、
前
期

末
の
残
高
勘
定
の
諸
項
目
が
、
借
方
、
貸
方
と
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
仇
白
鳥
l
N
印・!日時

P
借
方
が
小
さ
い
。
こ
れ
は
「
資
本
」

に
あ
た
る
分
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
資
産
諾
項
目
に
対
応
す
る
純
資
産
と
し
て
の
資
本
金
勘
定
、
負
債
諾
項
目
に
対
応
す
る
差
額
分
と
し
て

の
資
本
金
と
し
て
、
資
本
金
勘
定
に
記
入
さ
れ
て
く
る
。
資
産
と
負
債
の
〔
対
比
的
〕
表
示
と
し
て
。

こ
の
資
本
金
勘
定
(
第
二
例
題
一
丁
)
に
当
期
〔
第
二
例
題
〕
の
柏
利
益
が
〔
貸
方
側
に
〕
加
算
さ
れ
る
よ
う
に
転
記
さ
れ
る
。
純
利

益
は
釦
2
2
1
ω
印・
1
2
・
で
あ
っ
で
、
貸
方
合
計
は
h
ω
b
H
i
∞∞・

l∞Q
'

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
借
方
に
あ
る
仇
苫

Uly--∞
時
。
・
を
対
比
し
て
、

差
し
引
く
。
こ
れ
が
h
N
戸
M!日田・
l
H
H
昨
子
で
、
資
本
金
勘
定
残
高
と
な
っ
て
、

決
算
残
高
勘
定
に
最
終
的
に
集
め
ら
れ
て
、
締
切
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
表
示
〔
勘
定
形
式
〕
と
な
る
。

(
り
日
目
M
H
O円
〉

ω-5nw 

(
の
吋
白
色
四
件
。
円
)

ロ。
CD () 
(') ~令

~∞ 

':3寸口。
切(/)
凹ι ロ
ロ D

52 
CD 
〉

司 2
0 門

吋三
日号
‘-< w 
'tj 

易
自
.-+ 

，_" 
トーも
ぞD
CD 

思
e司令
胆.... 
叩

iflii 
ロ。

包∞

切(/)
ミ-< c 

E S 
~討

55 

ω
M
m
A日
I
m
t
M

H
m問
1ωl白

∞串
NH1
∞i
∞

そ
し
て
決
算
残
高
勘
定
に
在
高
の
残
る
勘
定
を
集
計
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
は
右
頁
と
左
頁
に
フ
ォ
リ
オ
形
式
で
示
さ
れ
て
い
る

が
、
貸
方
側
に
二
一
項
目
が
の
っ
て
お
り
、

資
本
金
(
由
円
。
口

ε勘
定
記
入
分
を
独
立
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
を
-
つ
け
て
次
期
の
資
本
金
勘
定

大
陸
式
決
算
・
締
切
り
法
の
原
点

九
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で
は
、
こ
の
資
本
金
勘
定
分
を
除
外
し
て
、
借
方
、
貸
方
記
入
を
逆
に
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。

「
こ
の
資
本
金
勘
定
分
を
除
外
」
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
片
野
一
郎
教
授
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
簿
記
書
で
は
前
世

紀
の
末
期
に
入
っ
た
頃
で
、
も
ひ
き
つ
づ
き
依
然
と
し
て
〈
残
高
勘
定
V

を
採
用
し
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
伝
統
的
に
二
本
建
の
残
高
勘
定
制
は
と
っ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る
(
『
新
簿
記
精
説
』
上
巻
・
三
六
八
ペ
ー
ジ
)
@

残
高
勘
定
を
用
い
て
在
高
勘
定
を
締
め
切
る
方
式
は
大
陸
的
法
決
算
方
式
で
あ
る
Q

こ
れ
は
決
算
残
高
勘
定
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
開
始
残
高
勘
定
」
と
い
う
名
の
勘
定
科
目
は
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
望
。
口
付

mwngロ
己
と
い
う

資
本
金
勘
定
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
開
始
残
高
勘
定
で
あ
る
か
ど
う
か
が
大
陸
法
の
完
全
実
施
と
い
う
こ
と
に
も
か

ら
ん
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

片
野
教
授
が
「
伝
統
的
に
二
本
建
の
残
高
勘
定
制
は
と
っ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る
点
が
、

マ
ル
コ
ム
の
例
題
か
ら
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
教
授
は
「
次
期
開
始
仕
訳
の
場
合
は
、
資
産
・
負
債
の
各
勘
定
を
資
本
勘
定
を
相
手
と
し

て
仕
訳
帳
を
遁
じ
て
開
始
記
入
を
行
な
う
の
で
あ
る
L

と
い
う
。
こ
れ
も
マ
ル
コ
ム
簿
記
書
に
一
不
さ
れ
て
い
る
が
、
東

イ
ン
ド
会
社
の

C
元
帳
で
、
さ
ら
に
そ
れ
に
対
応
す
る
仕
訳
帳
に
お
い
て
克
明
な
記
入
と
仕
訳
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
み
て
き
た
。

片
野
教
授
は
「
開
始
残
高
勘
定
を
開
設
せ
ず
、
開
始
仕
訳
の
場
合
、
借
方
に
資
産
〔
の
諸
項
目
〕
、
貸
方
に
負
債
〔
の

諸
項
目
〕
と
資
本
〔
の
項
目
〕
を
、
そ
れ
ぞ
れ
対
置
す
る
方
法
も
あ
る
」
と
し
、

「
こ
の
場
合
で
は
、
財
産
計
算
勘
定

の
閉
鎖
記
入
に
際
し
て
〈
残
高
勘
定
〉
を
開
設
す
る
だ
け
と
な
り
、
二
本
建
の
残
高
勘
定
で
は
な
く
な
る
」
と
い
っ
て

い
る
。

一
方
だ
け
で
は
あ
っ
て
も
残
高
勘
定
は
使
用
さ
れ
て
い
る
。
資
本
勘
定
を
使
用
す
る
。
こ
の
資
本
勘
定
の
性
格
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は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

「
さ
ら
に
近
年
に
な
る
と
、
資
本
勘
定
を
相
手
と
す
る
仕
訳
に
か
え
て
、
借
方
に
資
産
、
貸
方
に
負
債
と
資
本
を
、

そ
れ
ぞ
れ
対
置
す
る
方
法
に
移
行
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
繰
越
記
入
の
簡
便
化
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
英

米
法
に
移
行
し
て
ゆ
く
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
決
算
残
高
勘
定
は
マ
ル
コ
ム
で
は
の
こ
っ
て
い
る

し、

C
元
帳
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
決
算
残
高
勘
定
の
作
り
方
に
は
二
種
類
あ
っ
た
。

マ
ル
コ
ム
は
「
(
決
算
〉
残
高
勘
定
は
、
第
一
に
〔

-
8
8

印
げ
O
O
H
〕
検
査
表
の
う
え
に
作
ら
れ
る
」

(
八
七
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
損
益
勘
定
は
仕
訳
帳
記
入
を
へ
て
つ
く
ら
れ
る

が
、
残
高
勘
定
口
座
へ
の
振
替
記
帳
は
仕
訳
帳
の
記
入
を
し
な
い
不
完
全
記
帳
で
あ
っ
て
、
検
査
表

Q
o
o
S
∞V
O
O
H
)

で
の
検
証
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
そ
く
し
て
残
高
勘
定
を
同
設
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
も
一
つ
の
方
法

で
あ
る
が
、

マ
ル
コ
ム
は
「
も
し
、
記
帳
人
で
あ
る
あ
な
た
が
、
完
全
な
仕
訳
帳
を
経
由
し
た
仕
訳
記
入
を
し
た
い
と

す
る
な
ら
ば
、
残
高
勘
定
や
損
益
勘
定
の
記
入
項
目
は
普
通
に
は
仕
訳
帳
に
記
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
っ
て
、
二

本
建
の
残
高
勘
定
の
作
成
方
式
を
も
想
定
し
て
い
る
。
一
五
帳
の
記
入
の
完
全
な
仕
訳
記
帳
の
方
法
を
示
臨
す
る
。

マ
ル
コ
ム
簿
記
書
ば
十
八
世
紀
初
頭
を
か
ざ
る
英
国
簿
記
書
の
第
一
の
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
会
計
学
史
に
お
い

て
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
学
説
史
的
研
究
で
は
必
ず
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
久
野
秀
男
教
授
は
『
英
米

(
加
)
古
典
簿
記
書
の
発
展
史
的
研
究
』
(
学
習
院
・
昭
和
五
十
四
年
五
月
)
で
、
こ
の
マ
ル
コ
ム
簿
記
書
を
と
り
あ
げ
て

い
る
。
教
授
は
マ
ル
コ
ム
に
お
い
て
は
「
今
日
の
テ
キ
ス
ト
風
の
『
閉
鎖
残
高
』

『
開
始
残
高
』
と
い
う
二
本
建
の

残
高
勘
定
の
方
式
は
み
ら
れ
な
い
」
、
す
な
わ
ち
「
開
業
財
産
目
録
の
資
料
に
も
と
づ
き
、
仕
訳
帳
で
開
始
仕
訳
を
行

大
陸
式
決
算
・
締
切
り
法
の
原
点
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な
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
資
産
各
科
目
(
借
方
)
、
負
債
各
科
目
(
貸
方
)
を
そ
れ
ぞ
れ
資
本
主
勘
定
を
相
手
と
す
る
仕
訳
を

す
る
。
従
っ
て
、
開
始
残
高
勘
定
は
、
い
っ
さ
い
用
い
な
い
」

(
久
野
・
一
九
三
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
こ
の
資
本
主
勘
定
は
ス
ト
ッ
ク
勘

定
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
〔
開
始
〕
残
高
勘
定
と
み
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

マ
ル
コ
ム
は
日
記
帳
ハ
巧

g
t
l
g
c
e
と
区
分
さ
れ
る
完
全
な
仕
訳
帳

Q
2
5色〉

の
記
帳
を
し
ょ
、
っ
と
す
る
な
ら
ば
と
い
っ
て
お

り
、
決
算
締
切
り
の
二
方
法
の
存
在
を
示
し
て
い
る
点
は
説
目
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

渡
辺

泉
教
授
も
そ
の
著
『
損
益
計
算
論
』
(
森
山
書
底
二
九
八
三
年
)
に
お
い
て
マ
ル
コ
ム
を
と
り
あ
げ
る
。
本
書
は
損
益
計
算
史
の

研
究
を
実
践
史
的
に
、
ま
た
学
説
史
的
に
取
扱
う
が
、
後
者
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
書
評
的
に
分
析
・
紹
介
を
な
し
て
い
る
。

渡
辺
教
授
は
ル

i
ズ
・
シ

I
ト
の
性
格
に
つ
い
て
「
マ
ル
コ
ム
の
説
く
ル

i
ズ
・
シ

I
ト
は
、
す
べ
て
の
元
帳
詰
勘
定
を
締
め
切
っ
て

企
業
損
益
を
確
定
す
る
前
に
、
締
切
り
手
続
を
玉
確
に
誤
り
な
く
行
う
た
め
の
い
わ
ば
決
算
の
運
算
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
機
能

的
に
は
今
日
の
財
務
諸
表
で
は
な
く
、
精
算
表
の
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
久
野
教
授
は
検
査
表
と
呼
び
、
筆
者
も
こ

の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。

マ
ル
コ
ム
の
簿
記
体
系
で
、
勘
定
組
織
の
冒
頭
に
設
定
さ
れ
る
ス
ト
ッ
ク
勘
定
は
、
こ
れ
を
資
本
金
勘
定
と
か
、
資
木
主
勘
定
、
ま
た

は
在
高
勘
定
と
日
本
語
で
表
現
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
大
陸
法
的
決
算
法
に
よ
る
と
き
、
開
始
残
高
勘
定
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
が
問
題
点
で
あ
っ
た
。

高
寺
教
授
は
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
の
起
源
を
も
と
め
て
、
そ
の
古
態
を
さ
ぐ
る
。
そ
の
一
つ
に
「
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
前

史
」
(
『
現
代
会
計
の
史
的
研
究
』
・
小
島
男
佐
夫
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
・
昭
和
四
十
八
年
)
が
あ
る
が
、

「
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
以
前
に
開

始
残
高
勘
定
の
先
駆
形
態
と
し
て
出
現
し
た
資
本
勘
定
は
開
始
資
産
と
負
債
に
た
い
す
る
資
本
主
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
表
示
す
る
機
能
を
は



た
し
て
お
り
」
、
「
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
の
古
態
は
資
本
勘
定
の
開
始
残
高
勘
定
と
し
て
の
併
用
形
態
で
あ
る
開
始
資
本
勘
定
に
求
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」

(
七
九
ペ
ー
ジ
)
と
い
わ
れ
て
い
る
。
教
授
は
文
献
史
料
と
し
て
は
十
六
世
紀
段
階
の
も
の
で
こ
れ
を

追
い
、

マ
ル
コ
ム
に
は
言
及
し
て
お
ら
な
い
が
、
こ
れ
も
ま
た
「
古
態
」
的
状
況
を
説
明
し
て
い
た
。
理
論
的
に
は
二
本
建
の
残
高
勘
定

の
存
在
形
態
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
十
九
世
紀
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
古
態
」
的
形
態
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
こ
れ
が
完
成
し
て
開
始
残
高

勘
定
に
は
展
開
せ
ず
、
英
米
法
方
式
が
採
用
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
資
本
金
勘
定
の
存
在
態
様
の
発
展
か
ら
知
ら
れ
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

帳
簿
の
末
尾
の
勘
定

l
i決
算
残
高
勘
定
で
は
な
い
勘
定
の
存
在
ー
ー
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。

簿
記
教
育
と
簿
記
実
践

決
算
に
お
け
る
大
陸
法
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
は
な
い
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀
初
頭
の
マ

ル
コ
ム
簿
記
書
も
こ
れ
を
の
み
説
明
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
典
型
的
方
式
と
し
て
、
あ
る
い
は
完
全
形
態
し
と
て
、
開
始
残
高
勘
定
が
存

在
し
て
い
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
仕
訳
帳
を
通
じ
て
み
る
か
ぎ
り
、

勘
定
は
一
種
の
開
始
残
高
勘
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
C
元
帳
の
場
合
で
あ
っ
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
歴
史
に
お
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
お
け
る
資
本
金
公
言
。
W
)

ス
ト
ッ
ク
勘
定
も

形
態
変
化
し
、
そ
の
役
割
が
変
っ
て
く
る
。
こ
の
背
景
に
は
「
英
米
法
」
の
展
開
が
あ
ろ
う
。

〔
東
イ
ン
ド
会
社
の
〕
簿
記
実
践
と
〔
マ
ル
コ
ム
μ

簿
記
書
の
説
明
の
幸
福
な
一
致
を
こ
こ
で
み
て
き
た
が
、
理
論
の
展
開
も
い
ろ
い

ろ
と
あ
ろ
う
し
、
欝
記
実
践
も
区
々
で
あ
る
の
が
現
実
で
あ
ろ
う
。

今
日
、
簿
記
の
実
践
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
め
ざ
ま
し
い
普
及
の
な
か
で
、
仕
訳
帳
と
一
見
帳
を
基
本
と
し
た
手
記
式
簿
記
は
急
速
に
そ

大
経
式
決
算
・
締
切
り
法
の
原
点
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の
形
態
、
あ
る
い
は
存
在
意
義
を
か
え
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
簿
記
書
は
、
そ
し
て
簿
記
教
育
は
ど
う
あ
る
か
。

は
し
が
き
で
の
べ
た
が
、
今
日
の
商
業
高
等
学
技
で
用
い
る
簿
記
教
科
畜
l
i
t
-

こ
れ
は
文
部
省
検
定
済
ー
ー
で
は
英
米
法
に
よ
る
決
算

法
が
説
か
れ
て
い
る
。
実
務
の
世
界
で
は
こ
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
、
大
陸
法
よ
り
も
簡
便
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
簡
便
化
し
た
と
い
う
こ

と
は
簿
記
実
践
が
損
益
計
算
目
的
を
よ
り
中
心
的
な
も
の
に
し
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
昭
和
十
年
代
に

h

旧
制
〕
商
業
学
校

で
簿
記
を
学
ん
だ
が
、
こ
の
と
き
は
ま
ず
大
陸
法
に
よ
る
決
算
を
学
び
、
さ
ら
に
英
米
法
に
よ
る
方
法
を
学
ん
だ
。
決
算
の
方
式
の
基
本

と
し
て
大
陸
法
も
教
え
こ
ま
れ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

大
陸
法
と
英
米
法
の
差
は
煩
さ
な
方
法
と
簡
便
法
と
い
う
こ
と
に
の
み
あ
ろ
う
か
。
簿
記
に
は
損
益
計
算
と
し
て
当
期
純
損
益
額
の
算

出
と
い
う
大
目
的
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
企
業
の
経
営
遂
行
上
、
物
件
の
記
録
に
よ
る
管
理
と
い
う
役
割
り
も
あ
る
。
こ
の
管
理
目
的
は
仕

訳
帳
記
入
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
仕
訳
帳
記
入
の
省
略
と
し
て
英
米
法
に
よ
る
決
算
、
そ
し
て
帳
簿
の
締
切
り
が
な
さ
れ
て
き
て
い

る
。
こ
れ
は
何
を
い
み
す
る
か
。

複
式
簿
記
は
仕
訳
帳
と
い
う

〔
管
理
〕
記
録
簿
と
元
帳
と
い
う

〔
損
益
U

計
算
簿
の
、
性
格
の
異
な
る
二
つ
の
帳
簿
系
列
か
ら
成
立

し
て
い
る
。
複
式
簿
記
の
本
質
規
定
に
こ
れ
を
要
件
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
な
さ
れ
て
き
た
。

ル
カ
・
パ
チ
ョ

i
リ
の
数
学
書

『
ス
ム
マ
』

1

1

こ
れ
が
最
古
の
簿
記
書
で
あ
る
が

l
lの
な
か
の
複
式
簿
記
の
論
述
の
篇
の
名
称
は
「
計
算
お
よ
び
録
記
に
関
す
る
詳

説
」

(
H
d
E
n己
mw
門
戸
田
門
目
。
。
。

BHU戸
注
目
的
色

ω
2
6
5ロ
ろ
で
あ
っ
た
。
複
式
簿
記
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、

そ
れ
は

「
帳
簿
L

に
「
手
書
き
」
に
よ
っ
て
展
開
し
た
。
こ
れ
が
伝
統
的
な
複
式
簿
記
法
で
あ
る
が
、
二
十
世
紀
の
末
菜
、
二
十
一
世
紀
を
ま
じ

か
に
し
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
簿
記
が
展
閣
し
て
き
て
い
る
。
記
録
・
計
算
の
高
能
率
化
が
進
む
が
、
簿
記
の
む
つ
記
録
管
理
の
側
面
で

も
あ
る
と
こ
ろ
の
営
業
日
誌
と
い
う
歴
史
的
記
録
の
役
割
は
ど
う
な
る
か
。
計
算
の
高
能
率
化
は
め
ざ
ま
し
く
、
こ
こ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ



簿
記
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
出
さ
れ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
簿
記
は
結
局
は
計
算
簿
重
視
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
簿
記
は

伝
統
的
簿
記
の
簿
記
一
巡
の
手
続
き
の
表
示
を
省
略
、
不
要
と
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
簿
記
教
育
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
旧
制
(
高
等
商
業
学
校
)
の
学
校
制
度
で
は
簿
記
と
い
う
名
の
講
義

に
多
く
の
時
聞
が
か
け
ら
れ
、
商
業
簿
記
、
銀
行
簿
記
、
工
業
簿
記
と
別
々
に
講
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
新
制
大
学
と
な
っ
て
簿
記
の
時
間

は
大
幅
に
へ
り
、

「
簿
記
」
と
か
「
簿
記
原
理
」
と
い
う
名
で
多
く
は
週
一
回
(
二
時
間
)
の
講
義
の
み
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
複
式
簿
記
の
原
理
を
商
業
簿
記
に
よ
っ
て
説
く
と
と
が
一
般
的
で
、
ま
た
手
記
式
簿
記
法
が
前
提
と
な
ワ
て
い
る
。
多
く
の
簿
記
書

が
そ
の
よ
う
に
著
述
さ
れ
て
い
る
。
時
代
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
か
。

大
陸
法
は
い
ま
や
無
用
と
も
み
え
る
と
こ
ろ
に
き
て
い
る
が
、
複
式
簿
記
の
本
質
で
あ
る
バ
ラ
ン
ス
、
バ
ラ
ン
ス
の
貫
徹
の
過
程
の
説

明
に
は
大
陸
法
は
有
意
義
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
精
算
表
に
よ
る
決
算
方
法
は
英
米
法
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ

る

「
仕
訳
帳
」
の
役
割
り
と
、
そ
の
存
在
意
義
を
、
も
う
一
度
ふ
り
か
え
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
で
あ
ろ
う

か。
い
ま
、
東
イ
ン
ド
会
社
の

C
元
帳
の
勘
定
構
造
を
み
る
と
き
、
こ
こ
に
完
成
し
た
、
極
め
て
精
巧
な
、
最
後
ま
で
バ
ラ
ン
ス
性
が
貫
徹

す
る
複
式
簿
記
の
体
系
を
み
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
仕
訳
帳
記
入
が
ま
こ
と
に
〈
わ
し
い
。
仕
訳
帳
と
元
帳
の
対
応
関
係
が
み
ご
と
に
え

が
き
出
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
の
発
展
は
必
ず
し
も
一
直
線
で
な
く
、
後
の
帳
簿
を
み
る
と
き
後
退
と
も
み
え
る
も
の
も
あ
っ
て
、
ジ
グ
ザ
グ
の
行
程
を
た
ど

る
。
後
退
と
も
見
え
る
仕
訳
帳
と
元
帳
の
不
対
応
の
う
ち
か
ら
、
英
米
法
が
形
成
さ
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

〔
附
記
〕

本
稿
の
第
一
節
の
内
容
は
、
す
で
に
「
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
の
C
元
綬
三
六
六
九
J
一
六
七
一
年
)
の
分
析
」

〈
『
立
教
経
済
学
研

大
陸
式
決
算
・
締
切
り
法
の
原
点

二
五
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究
』
第
三
三
巻
第
四
号
・
昭
和
五
五
年
十
二
月
)
に
お
い
て
、
「
資
本
(
金
)
勘
定
論
」
と
し
て
発
表
し
た
@
昭
和
四
十
七
年
度
の
イ
ギ
リ
ス
留
学

に
お
い
て
、
こ
の
元
帳
を
発
見
し
、
こ
れ
を
調
査
し
、
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
@
し
か
し
、
そ
の
後
、
仕
訳
帳
記
入
を
対
照
し
な
け
れ
ば
元

帳
分
析
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
、
仕
訳
帳
を
調
査
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
昭
和
六
十
年
の
再
留
学
を
な
し
た
@
仕
訳
駿
調
査
の
機
会
に
め
ぐ

ま
れ
、
決
算
問
題
を
中
心
と
し
て
改
め
て
書
き
あ
げ
た
も
の
が
本
稿
で
あ
る
。




